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１．2020年３月期第３四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第３四半期 42,942 △3.1 1,971 △4.8 3,045 △12.5 1,851 △12.5

2019年３月期第３四半期 44,309 6.5 2,070 △10.0 3,481 △18.4 2,116 △27.1
(注) 包括利益 2020年３月期第３四半期 2,710百万円( 159.5％) 2019年３月期第３四半期 1,044百万円( △77.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第３四半期 84.14 ―

2019年３月期第３四半期 95.88 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第３四半期 74,838 45,503 55.7

2019年３月期 73,572 43,958 54.7
(参考) 自己資本 2020年３月期第３四半期 41,693百万円 2019年３月期 40,250百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 16.00 ― 20.00 36.00

2020年３月期 ― 19.00 ―

2020年３月期(予想) 21.00 40.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2020年３月期第２四半期末配当金の内訳 普通配当 17円00銭 記念配当 2円00銭

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 58,000 △2.4 2,800 △5.8 4,350 △8.1 2,400 △14.1 109.04
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期３Ｑ 23,611,200株 2019年３月期 23,611,200株

② 期末自己株式数 2020年３月期３Ｑ 1,602,526株 2019年３月期 1,600,792株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期３Ｑ 22,009,551株 2019年３月期３Ｑ 22,069,713株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢の改善等を背景に緩やかな回復基調で推移したもの

の、中国の景気減速や世界的な貿易摩擦への懸念は強く、景気の先行きは依然不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画をベースに、国内外で収益力強化、収益基盤の構築に取

り組んでまいりました。

当第３四半期連結累計期間における売上高は、主に自動車製品関連事業の減収により429億４千２百万円（前年同

期比3.1％減）となりました。

損益面につきましては、一部原材料の価格低下に加え、経費低減策を推進したものの、売上高減少の影響を受け

営業利益は19億７千１百万円（前年同期比4.8％減）となりました。経常利益は、持分法による投資利益の減少等に

より30億４千５百万円（前年同期比12.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は18億５千１百万円（前年同

期比12.5％減）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

[ 塗料関連事業 ]

当セグメントの業績につきましては、工事関連売上の増加、一部原材料の価格低下等により、前年同期を上回

る結果となりました。

品種別売上高につきましては、建築・構築物用塗料が低調に推移した一方、工事関連売上の集合住宅大規模改

修工事は前年同期比8.6％増となり、塗料関連事業の増収に貢献いたしました。

この結果、当セグメントの売上高は124億３千５百万円（前年同期比1.7％増）、セグメント利益は１億８千９

百万円（前年同期比13.0％増）となりました。

[ 自動車製品関連事業 ]

当セグメントの業績につきましては、一部原材料の価格低下に加え、経費低減策を推進したものの、売上高の

減少が大きく前年同期を下回る結果となりました。

品種別売上高につきましては、製品市場全体の需要低迷や市場構造・製品構成の変化等から、防錆塗料等の塗

材は前年同期を上回った一方、吸・遮音材、制振材、金型等その他売上はいずれも前年同期を下回りました。

この結果、当セグメントの売上高は304億９千６百万円（前年同期比4.9％減）、セグメント利益は17億７千７

百万円（前年同期比6.3％減）となりました。

[ その他 ]

保険代理業の売上高は９百万円（前年同期比1.5％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ12億６千５百万円増加し、748億３千

８百万円となりました。主な要因は、現金及び預金の減少９億８千１百万円、受取手形及び売掛金の減少８億５千

１百万円、有形固定資産の増加11億２千万円、投資有価証券の増加14億１千３百万円によるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ２億７千９百万円減少し、293億３千４百万円となりました。主な要因は、

支払手形及び買掛金の減少７億３千２百万円、繰延税金負債の増加５億２千万円によるものです。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ15億４千４百万円増加し、455億３百万円となりました。主な要因は、利

益剰余金の増加９億９千万円、その他有価証券評価差額金の増加７億７千８百万円、為替換算調整勘定の減少３億

３千万円、非支配株主持分の増加１億１百万円によるものです。この結果、自己資本比率は1.0％増加し55.7％とな

りました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年３月期通期の連結業績予想につきましては、第３四半期連結累計期間の業績動向を踏まえ、市場全体の需

要低迷に加え、当社自動車製品関連事業における市場構造・製品構成変化等の影響から、売上高は前回予想を下回

る見込みとなりました。

営業利益につきましては、一部原材料の価格低下や経費低減策の推進等により利益率が向上し、前回予想並みに

とどまる見込みです。一方、主に持分法による投資利益の減少から、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益

は、ともに前回予想を下回る見込みとなりました。

以上のことから、2019年５月８日に公表しました2020年３月期通期の連結業績予想を、以下のとおり修正いたし

ました。

なお、この業績予想は、当社が現時点で入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の根拠に基づいており、

実際の業績等は今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。

〔通期の連結業績予想〕

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想 (Ａ) 61,700 2,800 4,850 3,000 136.30

今回修正予想 (Ｂ) 58,000 2,800 4,350 2,400 109.04

増減額 (Ｂ－Ａ) △3,700 － △500 △600

増減率 (％) △6.0 － △10.3 △20.0

(ご参考)前期実績
(2019年3月期)

59,417 2,973 4,734 2,795 126.74

　

〔セグメント別業績予想〕

売上高 セグメント利益

百万円 百万円

塗料関連事業 17,000 300

自動車製品関連事業 41,000 2,500
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,662 6,681

受取手形及び売掛金 12,021 11,169

電子記録債権 3,888 3,558

商品及び製品 1,477 1,489

仕掛品 435 491

原材料及び貯蔵品 1,221 1,226

その他 1,170 1,585

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 27,872 26,197

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,294 8,364

機械装置及び運搬具（純額） 9,262 9,339

土地 4,695 4,710

建設仮勘定 1,086 2,248

その他（純額） 2,041 1,838

有形固定資産合計 25,380 26,501

無形固定資産

その他 1,085 1,006

無形固定資産合計 1,085 1,006

投資その他の資産

投資有価証券 17,311 18,725

長期貸付金 323 297

繰延税金資産 126 214

その他 1,512 1,941

貸倒引当金 △41 △45

投資その他の資産合計 19,232 21,133

固定資産合計 45,699 48,640

資産合計 73,572 74,838
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,748 8,015

電子記録債務 3,772 3,480

短期借入金 2,486 2,968

リース債務 26 43

未払法人税等 245 285

役員賞与引当金 89 -

その他 4,423 5,318

流動負債合計 19,793 20,111

固定負債

長期借入金 5,222 4,162

リース債務 93 39

退職給付に係る負債 3,965 3,909

繰延税金負債 498 1,018

その他 40 92

固定負債合計 9,821 9,223

負債合計 29,614 29,334

純資産の部

株主資本

資本金 4,753 4,753

資本剰余金 4,237 4,237

利益剰余金 28,146 29,136

自己株式 △745 △747

株主資本合計 36,391 37,379

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,036 4,815

為替換算調整勘定 △136 △466

退職給付に係る調整累計額 △41 △35

その他の包括利益累計額合計 3,858 4,313

非支配株主持分 3,708 3,809

純資産合計 43,958 45,503

負債純資産合計 73,572 74,838
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 44,309 42,942

売上原価 35,284 33,883

売上総利益 9,024 9,058

販売費及び一般管理費 6,953 7,086

営業利益 2,070 1,971

営業外収益

受取配当金 215 215

持分法による投資利益 1,234 890

その他 114 130

営業外収益合計 1,564 1,236

営業外費用

支払利息 75 58

為替差損 71 93

その他 7 11

営業外費用合計 154 163

経常利益 3,481 3,045

特別利益

固定資産売却益 5 0

受取保険金 1 8

投資有価証券売却益 9 60

特別利益合計 15 68

特別損失

固定資産処分損 99 73

投資有価証券売却損 0 -

特別損失合計 100 73

税金等調整前四半期純利益 3,396 3,040

法人税等 742 665

四半期純利益 2,653 2,375

非支配株主に帰属する四半期純利益 537 523

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,116 1,851
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 2,653 2,375

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,254 772

為替換算調整勘定 △314 △249

退職給付に係る調整額 32 6

持分法適用会社に対する持分相当額 △72 △193

その他の包括利益合計 △1,609 335

四半期包括利益 1,044 2,710

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 667 2,306

非支配株主に係る四半期包括利益 377 403
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（セグメント情報等）

　 前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

塗料関連
自動車

製品関連
計

売上高

外部顧客への売上高 12,221 32,077 44,299 9 44,309 ― 44,309

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2 ― 2 ― 2 △2 　―

計 12,224 32,077 44,301 9 44,311 △2 44,309

セグメント利益 167 1,898 2,065 4 2,070 ― 2,070

　(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業であります。
　２ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。
　３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

　 当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

塗料関連
自動車

製品関連
計

売上高

外部顧客への売上高 12,435 30,496 42,932 9 42,942 ― 42,942

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2 ― 2 ― 2 △2 　―

計 12,437 30,496 42,934 9 42,944 △2 42,942

セグメント利益 189 1,777 1,967 4 1,971 ― 1,971

　(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業であります。
　２ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。
　３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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